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川口が映画に染まる夏の祭典!!

特集上映「トップランナーたちの原点」

オープニング上映
今年の映画祭は、昨年の日本映画界最大の話題作『カメラを止めるな！』の上田慎一郎監
督と、同作にスタッフとして参加した中泉裕矢監督、浅沼直也監督の3人が共同で手掛け
た『イソップの思うツボ』が幕開けを飾ります！SKIPシティ 彩の国ビジュアルプラザを拠
点に活動する若き新鋭の野心作をお楽しみください。

カメだけが友だちの女子大生、亀田美羽。大人気“タレント家族”の娘、兎草早織。“代行屋父娘”とし
て暮らす戌井小柚。3人の少女が出会う時、最高の奇跡が起こる。これは甘く切ない青春映画…では
ない！誘拐、裏切り、復讐、はがされる化けの皮！

7/13（土）14：00映

構想3年！『カメ止め』クリエイター再集結！
異色のトリプル監督で贈る、予測不能の騙し合い！

イソップの思うツボ

©埼玉県／SKIPシティ彩の国ビジュアルプラザ
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出演：石川瑠華　井桁弘恵　紅甘　斉藤陽一郎　藤田健彦　髙橋雄祐　桐生コウジ　川瀬陽太　渡辺真起子　佐伯日菜子
製作：埼玉県／SKIPシティ彩の国ビジュアルプラザ
制作・企画：デジタルSKIPステーション
配給：アスミック・エース

7/18（木）14：00多

©ENBUゼミナール

観客動員220万人、興収31億突破!!
日本映画界を震撼させたノンストップ・ゾンビサバイバル！

カメラを止めるな！

とある自主映画の撮影隊が山奥の廃墟でゾ
ンビ映画の撮影をしていたが、そこへ本物の
ゾンビが襲来！監督は大喜びで撮影を続ける
が、撮影隊の面々は次々とゾンビ化していき
…。

●
●

出演：濱津隆之、真魚、しゅはまはるみ、長屋和彰
配給：アスミック・エース＝ENBUゼミナール

バリアフリー上映 （日本語字幕＋音声ガイド／UDCast方式上映）

視覚・聴覚など身体に障害のあるかたとも一緒に楽しめる上映会です。
字幕・音声ガイドあり。車椅子対応。

7/19（金）17：30映

©1971 Universal Pictures Co., Inc. All Rights Reserved.

人気俳優からオスカー受賞の名監督へ。
処女作とは思えない衝撃のスリラー。

恐怖のメロディ

人気DJデイブのラジオ番組にいつも「ミ
スティ」をリクエストしてくる女性がいた。
ある晩、その女性イブリンと知り合ったデ
イブは彼女と一夜を共にする。しかしそこ
から彼女は常軌を逸した行動に出るよう
になり…。
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●

出演：クリント・イーストウッド、
ジェシカ・ウォルター

提供：Park Circus

712（金）まで
お買い求めは…セブン‐イレブン／ファミリーマート／
チケットぴあのお店／SKIPマート（SKIPシティ 彩の国
ビジュアルプラザ1F）

お得な前売り券絶賛発売中!! 問い合わせ…SKIPシティ国際Dシネマ映画祭事務局
上青木3-12-63 5F
i048-263-0818
k048-262-5635

Dシネマ 検索

www.skipcity-dcf.jp

※時刻表は配布中の「上映スケジュール」または映画祭公式ホームページをご確認
　ください。
※SR鳩ヶ谷駅西口⇔SKIPシティは土・日曜、祝日のみ
※駐車場あり（駐車券と上映チケットの提示でSKIPシティでの駐車料金無料）

JR川口駅東口
SR鳩ヶ谷駅西口 ⇔ SKIPシティ
映画祭期間中、無料直行バス運行!

国際コンペティション（60分以上）
毎年たくさんの観客が来場する国際コンペティション。今年は、アニメーション作品が初の
ノミネートを果たすなど、よりバラエティに富んだラインナップとなりました。世界中から集
められた選りすぐりの10本から、お気に入りを見つけてください。

初めて宇宙を訪れた生命体は、犬で
はなく人間だった⁉
ハンガリー発新感覚コメディ。

ロケットマンの憂鬱

1957年、宇宙事業に力を入れていた当時のソビエト
連邦は、同盟国であるハンガリーに世界初の宇宙飛
行士を選ぶ権利を与えた。そして候補者として選ばれ
たのは、空を飛ぶことに人生を捧げた男ライコだった。

2018年1 ハンガリー2 90分3
バラージュ・レンジェル4

7/14（日）14：00多 7/18（木）11：00映

ⒸHenrik Ohsten

右傾化する国家の問題をスタイリッ
シュな映像で描く、衝撃の政治サス
ペンス。

陰謀のデンマーク

コペンハーゲンで爆弾テロが起きてから一年後のデ
ンマーク。間近に控えた選挙では、極右政党が勝利す
ると見られていた。一方対立するグループも現れ、19
歳のザカリアもそこで行動を起こすことを迫られる。

2019年1 デンマーク2 119分3 ウラー・サリム4

7/14（日）17：00多 7/16（火）11：00映

Ⓒ八王子日本閣

親友の名誉を守るため、僕らはある
計画を立てた…。
おかしく切ない青春グラフィティ。

ミは未来のミミは未来のミ

高三の拓也は秋になっても進路を決めかね、焦りを
感じながらもダラダラと毎日を過ごしていた。ある日、
仲良しグループの高木が交通事故に遭う。拓也は皆
で交わしたある約束を果たすため仲間を集める。

2019年1 日本2 62分3 磯部鉄平4

7/17（水）14：00多7/14（日）17：30映

長編部門（60分以上）

長編 全5作品  短編 全9作品国内コンペティション
『岬の兄妹』の片山慎三監督、『カメラを止めるな！』の上田慎一郎監督など、今、注目を浴
びる監督たちがここから巣立っていった国内コンペティション。彼らに続く新たな才能の
原石に、いち早く出会えるチャンスをお見逃しなく！

コンペ作品1回券を20組40人にプレゼント
※国際・国内（長編・短編部門）コンペの上映作品の中から、希望の1プログラムを鑑

賞できます。（自由席／定員・入替制）
7月9日（火）（必着）までに、はがき裏面に「映画祭チケット希望」と明記し、住所、氏名、
年齢を記入の上、下記映画祭事務局「広報かわぐち・チケットプレゼント係」へ郵送。

全10作品

全４作品

©映画『歩けない僕らは』

新米理学療法士の遥は、脳卒中で左半身が不随に
なった柘植のリハビリを担当することになる。「元の
人生には戻れますかね？」と聞く柘植に、何も答えら
れない遥。現実と向き合う二人の日々が始まる。

2018年1 日本2 37分3 佐藤快磨4

7/19（金）11：00多 7/15（祝）14：00 映

リハビリの先には何が待っている？
理学療法士と患者、二人の再生物語。

短編部門（15分以上60分未満）※3作品ごとに上映

歩けない僕らは（短編②/他2作品）

2019年1 日本2 87分3 浅沼直也、上田慎一郎、中泉裕矢4

2017年1 日本2 96分3
上田慎一郎4

1971年1 アメリカ2 102分3
クリント・イーストウッド4

7/13（土）～21（日）
会場 SKIPシティ


